
◆特集号◆

みんながつくる
安全なまち

平成１６年  �� ／ �� �������

古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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空
き
巣
は
約　

％
、
ひ

１７

っ
た
く
り
は
約　

％
減

３７

少
も
依
然
高
水
準
で
す

　

今
年
１
月
〜　

月
ま
で
の
区

１０

内
の
刑
法
犯
認
知
（
発
生
）
状

況
は
、
刑
法
犯
全
体
で
七
五
七

一
件
、
昨
年
同
期
比
で
一
二
二

六
件
減
少
し
、
減
少
率
は　

・
１３

９
％
で
し
た
。（
表
１
）

　

ま
た
、
私
た
ち
の
身
近
で
発

生
し
、
発
生
に
よ
る
不
安
感
の

高
い
街
頭
・
侵
入
犯
罪
の
う
ち
、

空
き
巣
の
件
数
は
八
五
三
件

で
、
一
七
一
件
減
少
し
、
減
少

率
は　

・
７
％
、
ひ
っ
た
く
り

１６

に
つ
い
て
は
一
二
四
件
で
、
七

三
件
減
少
し
、
減
少
率
は　

・
３７

１
％
で
し
た
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
で
、
空
き
巣
は
東
京　

区
２３

で
第
三
位
、
ひ
っ
た
く
り
は
第

一
一
位
と
な
る
な
ど
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
は
空
き
巣
が 

さ
ら
に
減
少

　

空
き
巣
は
、
平
成　

年
が
一

１４

七
一
一
件
で
最
も
多
発
し
ま
し

た
が
、昨
年
は
一
一
八
六
件
と
、

　

・
７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

３０今
年　

月
末
で
は　

・
７
％
の

１０

１６

減
少
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

昨
年
か
ら
「
安
全
で
安
心
で
き

る
杉
並
を
」と
の
考
え
の
も
と
、

自
主
防
犯
組
織
が
結
成
さ
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
警
察
署
と
区

が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
き

た
安
全
・
安
心
活
動
が
大
き
な

抑
止
効
果
を
果
た
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

増
減
の
状
況
を
地
区
別
（
表

２
）
に
見
る
と
、
西
荻
北
、
西

荻
南
一
・
二
丁
目
、
和
泉
、
松

庵
、
天
沼
な
ど
の
減
少
が
著
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
梅

里
が
昨
年
同
時
期
と
比
べ
大
幅

増
と
な
っ
た
ほ
か
、
堀
ノ
内
一

丁
目
、
桃
井
、
高
円
寺
北
な
ど

も
著
し
い
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
件
数
で
は
、
高

円
寺
、
阿
佐
谷
北
、
宮
前
の
各

地
区
の
多
発
傾
向
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　

空
き
巣
犯
人
が
最
も
お
そ
れ

る
の
は
、
不
審
者
と
し
て
警
察

に
通
報
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
空

き
巣
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、

警
戒
の
目
を
持
っ
た
地
域
の
人

た
ち
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ
い
さ

つ
運
動
、
環
境
美
化
活
動
に
勝

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区内の犯罪の発生は、昨年に比べ減少傾向にありますが、依然高水準で推移し、
特に詐欺被害は急増中です。この号は「安全で安心して暮らせる杉並のまち」の
実現を目指すための特集号です。

――問い合わせは、地域課または危機管理対策課へ。
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〈杉並区刑法犯・空き巣　平成5～15年、16年10月の推移グラフ〉
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刑
法
犯
の
認
知
件
数
が
全

体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、詐
欺
被
害
に
つ
い
て
は
、

今
年
１
月
〜　

月
ま
で
の
認

１０

知
件
数
が
三
四
四
件
で
、
昨

年
一
年
間
と
比
べ
、
一
三
三

件
、　

・
０
％
増
と
、
突
出

６３

し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
被
害
の
内
容
は
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
絡
む

詐
欺
、
架
空
請
求
に
係
る
詐

欺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
つ
い
て

は
、
最
近
は
警
察
官
や
弁
護

士
を
装
う
な
ど
手
の
込
ん
だ

手
口
が
増
え
、
一
回
の
被
害

額
も
数
百
万
円
に
上
る
な

ど
、
き
わ
め
て
深
刻
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
止

す
る
に
は
、
相
手
の
手
口
を

よ
く
知
り
、
本
人
に
対
す
る

確
認
、
警
察
へ
の
速
報
な
ど

の
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
集
記
事
（
３
・
４

面
）
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ

き
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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〈平成10年～15年、16年10月　詐欺の変化〉
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■
詐
欺
被
害
は
急
増
し
て
い
ま
す

区
内
犯
罪
の

　

発
生
は

減
少
傾
向
に

〈表１　刑法犯認知件数（１６年度１～１０月前年同期
比較表）〉

増減率差 引１５年１６年項　目

▲１３．９４％▲１２２６８７９７７５７１総　計

▲２９．６３％▲ １６５４３８凶悪犯

１６．２８％３５２１５２５０粗暴犯

▲１９．４５％▲２６３１３５２１０８９侵入窃盗

▲１６．７０％▲１７１１０２４８５３空き巣

▲１９．４８％▲１０４９５３８５４３３６非侵入窃盗

▲３７．０６％▲ ７３１９７１２４ひったくり

▲１６．００％▲ ３８２２３８７２００５自転車盗

▲２８．７１％▲ ２３６８２２５８６車上ねらい

６６．８０％１６１２４１４０２知能犯

６３．０３％１３３２１１３４４詐欺

▲６．０６％▲ ９４１５５０１４５６その他

▲５．３６％▲ ４０７４６７０６器物損壊

〈表２　空き巣認知件数の１５・１６年別１～１０月比較〉
高井戸地区荻窪地区杉並地区

１６年町名別１６年町名別１６年町名別
４５（３２）宮前３３（３６）荻窪４８（２７）高円寺北
３７（３４）久我山２５（３３）井草６９（７３）高円寺南
２３（６４）松庵２３（５３）天沼５１（６７）阿佐谷北
２３（１３）浜田山２３（３２）南荻窪２２（２２）阿佐谷南
２２（１７）上高井戸２０（２３）上荻２３（７）梅里
２１（１９）永福２２（２２）下井草２２（４３）和田
１８（１８）高井戸東１９（１４）今川１５（１３）成田東

５（１４）西荻南１、２
丁目５（１０）西荻南３、４

丁目１７（２６）堀ノ内２、３
丁目

１８（４６）和泉１９（２２）上井草１６（１７）松ノ木
１５（１９）方南１６（６６）西荻北１８（１４）成田西

１０（４）堀ノ内
１丁目１４（１４）清水３０１（３０９）計

９（１８）高井戸西１７（２８）善福寺（注）１.（　）内は、昨年同
時期の認知件数。２.手集計
のため、表１と若干の誤
差が生じています。

２０（３５）下高井戸１４（７）桃井
２（１）大宮２２（２０）本天沼
２６８（３３４）計２７２（３８０）計
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防
犯
活
動
の
決
め
手
は

ご
近
所
、
地
域
と
の

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

　

犯
罪
の
多
い
ア
メ
リ
カ
で

は
、
近
く
に
だ
れ
か
が
引
っ
越

し
て
き
た
時
は
、
前
か
ら
住
ん

で
い
る
人
の
方
か
ら
、
そ
の
日

の
う
ち
に
あ
い
さ
つ
に
行
く
こ

と
が
普
通
で
、
地
域
の
ル
ー
ル

な
ど
を
気
持
ち
よ
く
伝
え
、
新

し
く
引
っ
越
し
て
き
た
人
と
親

し
く
な
る
そ
う
で
す
。「
ワ
ン
ワ

ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
光
森
さ

ん
の
話
で
は
、「
同
じ
こ
と
を
南

荻
窪
で
も
実
行
し
た
と
こ
ろ
、

新
し
く
越
し
て
き
た
人
と
よ
り

良
い
人
間
関
係
が
で
き
た
」
と

の
こ
と
。

　

ご
近
所
同
士
が
あ
い
さ
つ
を

交
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
地
域
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、

犯
罪
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
今
ま
で
話
を
し
た
こ

と
の
な
い
ご
近
所
の
家
に
思
い

き
っ
て
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
声

を
か
け
る
、こ
こ
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
人
ひ
と
り
が
実
践
し

て
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
地
域
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
を
防
ぐ
地
域
の
目
・
耳
・
声

　馬橋地区防犯パトロール隊
では、防犯バザーの会場で、
地域における防犯ボランティ
ア活動の写真展や子どもたち
を対象とした防犯教室を開催
して、防犯意識の向上と防犯
活動への参加･協力を呼びか
けています。

防犯バザーを開催して防犯意識の高揚

お米屋さんが配達しながら防犯パトロール

犬の散歩を利用して防犯パトロール
　犬の散歩のときに、
飼い主や犬が防犯の腕
章をつけて、不審な人
を見かけたら１１０番通
報するなどの活動によ
り、地域の防犯意識の
向上に努めています。

　お米屋さんは、毎日、配達
などでまちを駆け回っていま
す。配達などの移動中に不審
者を見かけた場合は、１１０番と
警察署、交番などへの通報、
事件事故などの発生時や不審
物に対する警察への通報活動
により、犯罪防止に積極的に
協力しています。

地
域
の
防
犯
活
動
が
あ
な
た
の
ま
ち
を
守
り
ま
す

杉
並
区
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊

　

指
導
員
一
一
名
（
警
視
庁

Ｏ
Ｂ
の
嘱
託
員
）
が
、
パ
ト

ロ
ー
ル
車
二
台
、
バ
イ
ク
二

台
の
体
制
で
、
常
時
、
街
頭

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
警
察
署
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪

の
多
発
地
区
を
重
点
的
に
広

報
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
ほ

か
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

な
ど
の
立
寄
り
警
戒
、
家
の

防
犯
診
断
な
ど
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
た
活
動
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
備
会

社
委
託
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
隊
員
六
名
、
車
両
三
台
）

の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
の
路
上
喫
煙
禁
止
地
区

で
の
環
境
美
化
指
導
員
や
自

転
車
放
置
防
止
指
導
員
も
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
役
割
を
併

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
　

区
民
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
、
街
路
灯
の
整
備
、
道
路
・

公
園
な
ど
の
安
全
点
検
・
整

備
、
自
主
防
犯
団
体
の
設
立

助
成
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
校
な
ど
に
お
け
る
子

ど
も
安
全
対
策

　

犯
罪
者
な
ど
に
対
す
る
抑

止
効
果
と
、
子
ど
も
た
ち
を

不
測
の
事
故
や
事
件
か
ら
守

る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
区

内
の
公
・
私
立
の
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
（
年
長
）、
保
育

園
（
５
歳
児
）
と
区
内
在
住

で
区
外
の
学
校
な
ど
に
通
っ

て
い
る
園
児
、
児
童
、
生
徒

に
防
犯
ブ
ザ
ー
約
四
万
二
〇

〇
〇
個
を
一
月
に
貸
与
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
び
成
長
で
き
る

安
全
な
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
緊
急
通

報
装
置
の
設
置
、
刺
股
・
催

涙
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
防
犯
資

器
材
の
整
備
な
ど
、
施
設
・

設
備
面
の
整
備
・
充
実
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校

支
援
隊
の
立
ち
上
げ
や
子
ど

も
の
安
全
に
か
か
わ
る
犯
罪

の
発
生
情
報
の
提
供
な
ど
を

準
備
中
で
す
。

　

な
お
、
家
の
防
犯
診
断
の

申
し
込
み
は
危
機
管
理
対
策

課
地
域
安
全
担
当
係
�
５
３

０
７
‐
０
６
１
６
へ
。

▲

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
バ
イ
ク
隊

▲安全パトロール車

▲発足式

区では、区民の安全を確保するため、昨年７月に新設した危機管理室を中心
に様々な対策を進めています。

｜ ｜

問い合わせは、危機管理対策課へ。

「安全・安心まちづくり」に
　　　　　対する区の取り組み

自
主
防
犯
団
体
が
一
〇
〇
団
体
を
超
え
ま
し
た

自
ら
の
ま
ち
を　
　

自
ら
の
手
で

　

自
主
防
犯
団
体
は
、
ま
ち
の

安
全
を
自
ら
の
力
で
守
ろ
う

と
、
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の

他
地
域
の
有
志
の
方
々
が
立
ち

上
が
り
、
特
色
の
あ
る
防
犯
活

動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

最
近
で
は
、
区
内
の
様
々
な

業
界
団
体
の
結
成
も
進
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
の
同
時
期
に
は
、

三
〇
団
体
だ
っ
た
防
犯
団
体
が

　

月
に
は
一
〇
〇
団
体
を
超
え

１０各
地
域
で
活
発
に
防
犯
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
犯
団
体
の
連

絡
組
織
と
し
て
杉
並
区
防
犯
団

体
連
絡
会
が
発
足
し
、
団
体
間

の
意
見
交
換
や
問
題
解
決
の
場

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
交
番
が　
　
　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の　

連
絡
所
に

　

荻
窪
警
察
署
管
内
の
清
水
交

番
が
７
月
下
旬
か
ら
「
杉
並
区

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
連
絡
所
」

と
な
り
ま
し
た
。
連
絡
所
は
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
集
合
・
待
機
場
所
、
パ

ト
ロ
ー
ル
用
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
懐

中
電
灯
な
ど
の
保
管
場
所
や
変

質
者
・
不
審
者
の
出
没
な
ど
の

情
報
交
換
の
場
と
し
て
防
犯
活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
･
安
心　
　
　

ま
ち
づ
く
り　
　
　

ア
カ
デ
ミ
ー

　

今
年
６
月
に
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

安
全
･
安
心
ま
ち
づ
く
り
ア
カ

デ
ミ
ー
が
都
の
主
催
で
開
講
さ

れ
ま
し
た
。受
講
終
了
後
、防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

方
が
区
内
で
五
名
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
（
高
円
寺
北
二
丁
目
在

住
の
浅
田
隆
さ
ん
、
久
我
山
五

丁
目
在
住
の
斎
藤
勉
さ
ん
、
高

井
戸
西
二
丁
目
在
住
の
田
畑
眞

紀
さ
ん
、
久
我
山
五
丁
目
在
住

の
内
藤
哲
也
さ
ん
、
西
荻
北
五

丁
目
在
住
の
松
田
朱
代
さ
ん
）。

　

そ
の
内
の
一
人
「
ホ
ー
ク
ア

イ
富
士
見
ケ
丘
」
の
内
藤
さ
ん

に
よ
る
と
、「
ま
ち
の
美
化
活
動

や
違
法
広
告
物
の
除
去
活
動
も

防
犯
活
動
の
一
部
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
た
。
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
心
構
え
や
運
営
上
の
問

題
に
対
処
す
る
方
法
が
学
べ
ま

し
た
。
こ
の
講
座
で
知
り
合
っ

た
他
区
の
卒
業
生
と
現
在
も
お

互
い
に
情
報
を
交
換
し
つ
つ
防

犯
活
動
に 
活 
か
す
こ
と
が
で

い

き
、
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も

大
変
有
益
で
し
た
」
と
の
こ
と

で
す
。
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月
末
現
在
、
区
内
で
は
、

１０
一
二
四
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
は
、
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
な
ど
の
財
産
を
奪
う
だ
け
で

な
く
、
一
つ
間
違
え
ば
、
生
命

や
身
体
に
危
害
を
加
え
か
ね
な

い
危
険
で
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

被
害
者
の
声
…

　

私
は
自
転
車
の
前
か
ご
に
入

れ
て
い
た
バ
ッ
グ
を
後
方
か
ら

来
た
バ
イ
ク
に
ひ
っ
た
く
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
ひ
っ
た
く
り
に
注

意
し
よ
う
と
友
人
な
ど
と
話
し

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ

か
自
分
が
被
害
者
に
な
る
と
は

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
か
ご
に
防
止
用
ネ

ッ
ト
を
し
、
後
方
か
ら
バ
イ
ク

の
音
が
聞
こ
え
た
時
は
振
り
返

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

被
害
に　
　
　
　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に
は

◇
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性

で
す
。
バ
ッ
グ
を
持
つ
と
き

は
、
車
道
の
反
対
側
に
持
つ

か
、
胸
に
し
っ
か
り
か
か
え

て
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
暗
い
道
は
避
け
て
、
深
夜
の

外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◇
後
方
か
ら
バ
イ
ク
が
近
づ
い

た
ら
振
り
返
る
な
ど
、
周
囲

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
に
乗
る
時
は
、
か
ご

に
ひ
っ
た
く
り
防
止
用
の
ネ

ッ
ト
を
取
り
付
け
る
か
、
か

ご
の
中
の
バ
ッ
グ
が
見
え
な

い
よ
う
に
雑
誌
な
ど
を
上
に

置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
家
を
出
た
直
後
や
帰
宅
途

中
、
家
ま
で
あ
と
わ
ず
か
な

距
離
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
油

断
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◇
ひ
っ
た
く
り
の
被
害
に
あ
っ

た
時
は
、
そ
の
場
で
大
き
な

声
を
出
し
て
、
ま
わ
り
の
人

に
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

◇
被
害
に
あ
っ
た
り
、
事
件
を

知
っ
た
ら
す
ぐ
に
一
一
〇
番

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

被害ストッ
プ・
ザ・

ストッ
プ・
被害ザ・被害ザ・ストッ

プ・
被害にあわないためにはどうしたらよいのでしょう。
一番大切なことは、一人ひとりが防犯について正しい知識と
高い意識を持つことです。ここでは、現在増加・多発してい
る犯罪に焦点をあてて、その被害防止対策を学びましょう。｜ ｜

問い合わせは、消費者センター�３３９８‐３１４１または各警
察署（杉並�３３１４‐０１１０、高井戸�３３３２‐０１１０、荻窪�３３９７
‐０１１０）へ。

　

最
近
、
特
に
増
加
し
て
い
る

犯
罪
の
代
表
的
な
も
の
は
、「
詐

欺
」
被
害
で
す
。
特
に
オ
レ
オ

レ
詐
欺
は
、
全
国
的
に
急
増
し

て
お
り
被
害
者
が
後
を
絶
た
な

い
危
機
的
な
状
況
で
す
。

　

約
二
六
億
七
〇
〇
〇
万
円
と

い
う
金
額
は
、
何
を
意
味
す
る

か
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
れ
は
、
都
内
の　

月
末
日

１０

現
在
の
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に

よ
る
被
害
総
額
で
す
。
一
日
あ

た
り
約
八
七
〇
万
円
の
被
害
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
手
口
は
、
ま
す
ま
す
巧

妙
化
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
実

名
を
名
乗
り
、
交
通
事
故
を
装

っ
て
、
警
察
官
･
弁
護
士
･
被

害
者
な
ど
を
名
乗
る
犯
人
た
ち

が
入
れ
替
わ
り
登
場
し
信
じ
込

ま
せ
る
誘
導
技
術
を
使
っ
て
い

ま
す
。
警
察
官
な
ど
が
い
き
な

り
示
談
を
持
ち
か
け
現
金
を
要

求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、「
娘
（
息

子
」を
誘
拐（ 
拉
致 
）し
て
い
る
。

ら

ち

す
ぐ
に
○
○
万
円
支
払
え
。
警

察
に
は
絶
対
話
す
な
」
と
い
う

よ
う
な
内
容
や
新
潟
県
下
の
地

震
被
害
に
伴
う
義
援
金
を
名
目

に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
被
害

も
出
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
声
…

　

息
子
の
名
前
を
か
た
る
オ
レ

オ
レ
詐
欺
に
あ
い
ま
し
た
。

　

新
聞
な
ど
の
報
道
で
オ
レ
オ

レ
詐
欺
の
被
害
が
多
い
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か

自
分
が
だ
ま
さ
れ
る
と
は
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う

二
度
と
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
害
に　
　
　
　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に
は

◇
ま
ず
落
ち
着
く
こ
と
、
あ
わ

て
な
い
こ
と
で
す
。

◇
振
り
込
み
要
求
が
あ
っ
た
時

は
、ま
ず
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
振
り
込
む
前
に
家
族
へ
の
確

認
や
警
察
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

　

あ
る
日
突
然
、
ハ
ガ
キ
や
電

子
メ
ー
ル
で
、
身
に
覚
え
の
な

い
請
求
が
届
き
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
身
に
覚
え
が
な

い
債
権
回
収
業
者
と
名
乗
る
者

か
ら
、
最
終
通
告
書
と
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
た
り
、
携
帯
電
話
に

使
っ
た
覚
え
の
な
い
情
報
料
名

目
の
最
終
通
告
メ
ー
ル
が
届
く

と
い
う
よ
う
な
内
容
の
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に　
　
　
　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に
は

◇
身
に
覚
え
の
な
い
手
紙
や
ハ

ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
は
取
り

合
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し

ま
し
ょ
う
。

◇
業
者
か
ら
電
話
が
あ
っ
た

ら
、
は
っ
き
り
拒
否
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
業
者
に
は
、
電
話
や
メ
ー
ル

な
ど
で
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
念
の
た
め
、
請
求
の
書
類
な

ど
は
証
拠
と
し
て
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
不
安
を
感
じ
た
り
、
業
者
か

ら 
執
拗 
な
催
告
が
あ
っ
た
場

し
つ
よ
う

合
は
、
警
察
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
最
近
で
は
、
裁
判
所
の
「
支

払
督
促
制
度
」
を
悪
用
し
て

「
少
額
訴
訟
」
を
起
こ
す
例

も
見
ら
れ
ま
す
。
裁
判
所
か

ら
「
口
頭
弁
論
期
日
呼
出
及

び
答
弁
書
催
告
状
」
が
送
ら

れ
て
き
た
場
合
に
は
身
に
覚

え
が
な
く
て
も
、
放
置
せ
ず

に
必
ず
裁
判
所
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
に
入
っ
て　

月
末
現
在

１０

区
内
で
は
、
八
五
三
件
の
空
き

巣
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
、
約
四
割
が 
鍵 
を
か
け

か
ぎ

忘
れ
た
玄
関
や
窓
な
ど
か
ら
侵

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

ま
ず
は
鍵
の
か
け
忘
れ
を
な
く

す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
宅
を
外
か
ら
見
て

み
る
こ
と
も
死
角
の
発
見
や
防

犯
上
の
弱
点
な
ど
が
わ
か
り
有

効
で
す
。

　

泥
棒
は
空
き
巣
に
入
る
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
そ
の
時
に
確

認
す
る
こ
と
は
、
次
の
３
点
で

す
。

①
留
守
か
ど
う
か

②
入
り
や
す
い
家
か
ど
う
か

③
逃
げ
や
す
い
か
ど
う
か

　

ま
た
、
侵
入
を
あ
き
ら
め
る

目
安
は
一
〇
分
程
度
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

泥
棒
が
侵
入
す
る
方
法
は
、

「
ガ
ラ
ス
破
り
」
と
言
わ
れ
る

窓
や
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て

入
る
手
口
が
圧
倒
的
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
声
…

　

私
は
換
気
の
た
め
に
開
け
て

お
い
た
窓
か
ら
侵
入
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
空
き
巣
に
注
意
と

の
看
板
を
見
た
こ
と
は
あ
っ
た

の
で
す
が
、
自
分
に
は
関
係
な

い
と
思
い
気
に
は
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

現
在
は
、
外
出
の
際
に
指
差

し
確
認
を
す
る
と
と
も
に
補
助

錠
も
取
り
つ
け
ま
し
た
。

被
害
に　
　
　
　
　
　

あ
わ
な
い
た
め
に
は

◇
窓
ガ
ラ
ス
は
、
破
ら
れ
に
く

い
防
犯
ガ
ラ
ス
に
す
る
、
防

犯
フ
イ
ル
ム
を
は
る
な
ど
ガ

ラ
ス
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

◇
外
出
時
に
は
全
室
の
窓
に
鍵

を
か
け
、
就
寝
時
や
長
期
間

家
を
空
け
る
時
な
ど
は
雨
戸

や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◇
窓
に
補
助
錠
を
付
け
て
お
け

ば
、
泥
棒
は
ガ
ラ
ス
を
二
カ

所
以
上
割
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
時
間
が
か
か
る
た
め
侵

入
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

◇
ド
ア
に
は
、
二
つ
以
上
の
鍵

を
つ
け
る
「
ワ
ン
ド
ア
・
ツ

ー
ロ
ッ
ク
」
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
留
守
に
す
る
場
合
は
、
ご
近

所
へ
の
声
か
け
も
行
い
ま
し

ょ
う
。

◇
必
要
に
応
じ
て
防
犯
カ
メ
ラ

や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

◇
家
の
周
囲
に
足
場
と
な
る
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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一
日
あ
た
り
の
被
害
額
約
八
〇
〇
万
円

原
因
の
約
四
割
が
無
施
錠

被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性

拒
否
す
る
勇
気
が
大
切
で
す
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提
供
す
る
情
報
は

①
一
般
犯
罪
情
報
＝
「
空
き
巣

ね
ら
い
、
ひ
っ
た
く
り
、
強
盗
」

な
ど
、
区
民
に
不
安
を
生
じ
さ

せ
る
犯
罪
の
発
生
情
報
を
定
期

的
に
提
供
し
ま
す
。

②
子
ど
も
安
全
情
報
＝
子
ど
も

の
安
全
に
か
か
わ
る
重
要
事
件

の
発
生
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

③
子
ど
も
安
全
注
意
報
＝
子
ど

も
に
対
す
る
声
か
け
、
変
質
者

の
出
没
な
ど
子
ど
も
の
安
全
に

か
か
わ
る
不
審
者
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
メ
ー
ル

配
信
を
行
わ
ず
に
学
校
を
通

じ
た
保
護
者
連
絡
（
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
）
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
右
記
の
ほ
か
、
重
要
事
件
の

発
生
に
際
し
、
皆
さ
ん
か
ら

犯
人
に
関
す
る
情
報
提
供
を

求
め
る
「
緊
急
事
件
情
報
」

な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

い
つ
か
ら
始
ま
る
の

①
登
録
受
付
開
始
日
＝　

月　
１１

２６

日 

（
運
用
開
始
後
も
随
時
受

け
付
け
ま
す
）

②
運
用
開
始
日
＝　

月　

日 

１１

３０

登
録
す
る
に
は

　

情
報
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
注
意
事
項
を
確
認
の
上
、

次
の
サ
イ
ト
に
接
続
し
、
登
録

（金）

（火）

メ
ー
ル
に
よ
る

メ
ー
ル
に
よ
る

「
犯
罪
発
生
等
情
報
」配
信
が
始
ま
り
ま
す

「
犯
罪
発
生
等
情
報
」配
信
が
始
ま
り
ま
す

区
は
、
防
犯
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
身
近
で
発
生
す
る
犯
罪
な
ど
の
情
報

を
、
皆
さ
ん
が
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
に
よ
り
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
危
機
管
理
室
危
機
管
理
対
策
課
（
内
線
１
４
７
１
〜
４
）
へ
。

１１１１月月３０３０日日
か らか ら

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
携
帯
電
話
の
場
合

h
ttp
://w
w
w
2
.w
e
b
c
a
s
.

n
e
t/s
u
g
in
a
m
i/m
/

◇
パ
ソ
コ
ン
の
場
合

h
ttp
://w
w
w
2
.w
e
b
c
a
s
.

n
e
t/s
u
g
in
a
m
i/p
/

※
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
接
続
先
を
ご
案
内
し
て
い

ま
す
。

登
録
の
方
法

　

ま
ず
、仮
登
録
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
ご
自
身
の
携
帯
電
話
、
パ
ソ

コ
ン
か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

①
仮
登
録

　

上
記
の
登
録
用
サ
イ
ト
へ
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。
画
面
の
案

内
に
従
い
、
メ
ー
ル
送
信
先
の

ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

②
本
登
録

　

仮
登
録
完
了
後
に
、
確
認
メ

ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
。
そ
の

メ
ー
ル
で
ご
案
内
し
て
い
る
本

登
録
用
サ
イ
ト
に
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。画
面
の
案
内
に
従
い
、

区
内
・
区
外
の
別
、
町
名
、
保

護
者
な
ど
登
録
者
種
別
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
完
了

　

登
録
完
了
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。

　

確
認
メ
ー
ル
ま
た
は
登
録
完

了
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
は

再
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
（
登

録
内
容
を
変
更
す
る
場
合
は
一

度
、
登
録
を
解
除
し
た
後
、
再

登
録
し
て
く
だ
さ
い
）。

④
解
除
の
仕
方
は　

　

登
録
時
と
同
じ
サ
イ
ト
か
ら

登
録
解
除
用
の
サ
イ
ト
へ
接
続

し
画
面
の
案
内
に
従
い
、
メ
ー

ル
送
信
先
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。
画
面
に
解
除

完
了
の
表
示
が
さ
れ
ま
す
。

注意事項
○１ 特定の種別についての情報のみの送信はできませ
ん。

○２ ご利用の通信機器の状態・環境や各種障害発生によ
りメールが届かない場合があります。

○３ 情報提供料は無料ですが、受信料金と通信機器（携
帯電話やパソコン）は自己負担となります。

○４ 登録の有効期間は毎年、年度末（３月末）までです。
引き続き情報が必要な方は、毎年４月以降新たに登
録してください。

○５ メール送信が連続して不能となった場合は、自動的
に登録を解除することがあります。

○６ 子ども安全注意報を除き、情報は原則として居住地
域にかかわらずすべて配信されます。また、テスト
配信、災害情報など緊急情報、メンテナンス情報な
どを送信する場合もあります。

　この配信サービスは、杉並区危機管理室の責任にお
いて運用されます。そのため、情報配信後、事件内
容について警察署や学校などへの問い合わせはご遠
慮ください。問い合わせが殺到し業務に支障が出る
と、このサービスの継続が困難となります。ご理解
とご協力をお願いします。　

　なお、必要な情報は続報します。

と思ったら、すぐ消費者センターへ

昨日電話で呼び出
されてダイヤのネックレ
スの購入契約をしてしまっ
た。よく考えたら高額なので解
約したい。　　　　  （２０代男性）
　消費者金融と借金契約をした
が、返済が困難。どうしたら
よいか。　       （３０代男性）

携帯電話に有料
サイトから迷惑メー
ルが届き「登録」した
ことになってしまった。
高額な請求を受け困
っている。
  （３０代男性）

「アンテナがおかしい」と業者が
来訪。結局、母が屋根などの補強工事の契

約をしてしまった。総額で１００万円にもなる。解約
したい。　　　　　　　　  　　  （４０代女性　母８０代）
　訪問してきた販売業者と羽毛布団の購入契約をした
が、以前契約した他社との契約のローンがあと１年残
っているので、解約したい。業者に解約の電話を入
れたら「家に行く」と言われこわい。どうした

らよいでしょうか。　　（８０代女性）

賃貸アパート退去に伴い、高額
な修理費用を請求されている。支払わない

といけないものか。　　　　　　 　　（２０代女性）
学生時代の友人から誘われてサークル活動に参加した
ところ、健康食品の販売活動を勧められ契約したが解約
したい。　　　　　　　　　　　　 　　  　　（２０代女性）
　「１０００円でエステが受けられる」との電話があり、
サロンに出向いたところ、化粧品の購入を勧められ
契約してしまった。高額なのでクーリング・

オフしたい。　　　   　（２０代女性）

父あてに業者から頼んでも
いない写真集と請求書が送られてき

た。どのように対処したらよいか。（３０代女性）
　夫あてに全く身に覚えのない不良債権の請求
書が届いたが、どのように対処したらよいのか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （３０代女性）
　家庭訪問で浄水器の購入契約をした。４時間も勧
誘され疲れてしまい契約したが、さらに保守契約
が義務付けられていると説明され、総額５０万
円の契約をしてしまった。高額なので

解約したい。　 （３０代女性）

消費者センターには、毎日さまざまなご相談が寄せられています。今回は、その相
談内容の一例を紹介します。もし心当たりのある方は、一人で悩まず、すぐ相談し
てください。相談専用ダイヤル�３３９８‐３１２１へ（月～金曜日午前９時～午後４時）。


